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業
務
内
容
は
…

 

●  

経
営
相
談
・
支
援

 

●  

金
融
（
融
資
）
相
談
・
斡
旋

 

●  

補
助
金
申
請
支
援

 

●  

税
務
、
記
帳
指
導
、
相
談

 

●  

労
務
相
談
・
労
働
保
険
事
務

組
合

 

●  

商
工
会
共
済
関
係

 

●  

各
種
講
習
会
、
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催

 

●  

専
門
家
と
の
個
別
相
談
事
業

 

●  

各
部
会
運
営

 

●  

食
品
衛
生
協
会
や
青
色
申
告

会
の
委
託
業
務

 

●  

地
域
イ
ベ
ン
ト
運
営

 

●  

そ
の
他
、
市
と
の
共
催
や
委

託
事
業

 

…
な
ど

こ
の
ほ
か
に
も
年
間
を
通
し
て

様
々
な
業
務
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

地
域
に
貢
献
し
た
い
方
、同
・
異

業
種
事
業
所
と
の
交
流
を
広
げ
た

い
方
、
経
営
や
資
金
繰
り
に
お
悩

み
の
方
、
税
務
や
経
理
に
不
安
が

あ
る
方
、
こ
れ
か
ら
事
業
を
始
め

よ
う
と
考
え
て
い
る
方
な
ど
、
目

的
は
様
々
で
す
が
、
そ
ん
な
時
は

商
工
会
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！

ぜ
ひ
一
度
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

商
工
会
は
、
法
律
に
基
づ
き
設

立
さ
れ
た
商
工
業
者
の
組
織
で
あ

り
、
地
域
の
事
業
者
が
業
種
に
関

わ
り
な
く
会
員
と
な
っ
て
、
お
互

い
の
事
業
の
発
展
や
地
域
の
発
展

の
た
め
に
総
合
的
な
活
動
を
行
う

公
共
団
体
で
す
。

全
国
の
商
工
会
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
小
規
模
事
業
者
の
経

営
の
近
代
化
を
促
進
す
る
指
導
機

関
と
し
て
国
・
県
・
市
町
村
の
助

成
を
得
て
、
地
域
の
振
興
を
図
る

事
業
や
各
種
の
経
営 
相
談
に
当

た
っ
て
い
ま
す
。

つ
く
ば
み
ら
い
市
商
工
会
は
会

員
事
業
所
数
８
０
０
程
で
す
。
市

役
所
伊
奈
庁
舎
の
近
く
に
事
務
所

が
あ
り
ま
す
が
、
市
役
所
と
は
異

な
る
組
織
で
す
。

図
の
よ
う
な
組
織
構
成
と
な
っ

て
い
ま
す
。
年
5
回
程
理
事
会
を

開
催
し
、
事
業
報
告
と
決
議
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
年
に
1
度
、

市
内
各
地
区
か
ら
数
名
の
立
候
補

ま
た
は
推
薦
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た

総
代
に
よ
る
総
代
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
そ
の
他
、
下
部
団
体
に

つ
い
て
は
下
記
で
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。

建
設
業
部
会
は
、
大
工
や
土
木
、

内
装
や
リ
フ
ォ
ー
ム
業
者
な
ど
、

主
に
建
設
関
係
の
事
業
所
が
属
し

て
い
ま
す
。
毎
年
、
建
設
関
係
の

講
習
会
（
玉
掛
け
・
フ
ル
ハ
ー
ネ

ス
・
小
型
ク
レ
ー
ン
等
）を
部
会
で

開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
商
工

感
謝
祭
で
は
竹
ぼ
う
き
や
熊
手
や

木
工
製
品
の
販
売
も
行
っ
て
い
ま

す
。
近
年
、
市
民
の
方
々
か
ら
地

元
の
安
心
で
き
る
業
者
を
紹
介
し

て
ほ
し
い
と
の
問
い
合
わ
せ
が
来

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
今

年
度
よ
り
「
住
ま
い
の
お
困
り
ご

と
解
決
」
事
業
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
商
工
会
加
入
事
業
所
の
中
か

ら
地
元
の
業
者
を
ご
紹
介
致
し
ま

す
。
詳
細
は
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。商

業
部
会
は
、
飲
食
店
や
各
種

小
売
店
、
理
美
容
室
な
ど
を
は
じ

め
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
業
、
そ
の
他

工
業
部
会
と
建
設
業
部
会
に
属
さ

な
い
す
べ
て
の
業
種
が
対
象
の
部

会
で
す
。
そ
の
た
め
商
業
部
会
全

体
が
対
象
の
勉
強
会
や
講
習
会
は

少
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
種
独
自

で
の
集
ま
り
を
主
に
活
動
し
研
鑽

を
積
む
と
と
も
に
、
親
睦
・
融
和

に
も
努
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
よ
り
一
層
商
業
部
会
会
員
企
業

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

壮
青
年
部
は
、青
年
部
・
女
性
部

に
続
き
２
０
１
９
年
に
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
加
入
年
齢
は
45
歳
～
55

歳
ま
で
で
す
。
2
か
月
に
1
回
の

定
例
会
を
開
催
。
今
年
度
事
業
と

し
て
あ
わ
び
の
養
殖
を
試
み
て
い

ま
す
。
で
す
が
な
か
な
か
難
し
い

…
す
で
に
何
匹
か
は
天
国
へ
行
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
商
工
会
事
務

所
に
水
槽
が
あ
る
の
で
、
ご
来
会

の
際
に
は
覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

工
業
部
会
は
会
員
事
業
所
の
中

で
も
、
部
品
や
機
械
の
製
造
加
工

等
を
行
う
工
業
関
係
の
業
種
が
集

ま
っ
て
い
ま
す
。
年
に
数
回
、
部 

会
員
事
業
所
見
学
ツ
ア
ー
を
行
っ

て
い
ま
す
。
他
事
業
所
の
仕
事
の

ノ
ウ
ハ
ウ
や
生
産
環
境
な
ど
を
社

長
や
担
当
者
か
ら
直
接
話
を
聞
け

る
貴
重
な
時
間
と
な
っ
て
お
り
、

毎
回
参
加
者
か
ら
は
好
評
を
え
て

い
ま
す
。

青
年
部
で
は
こ
れ
ま
で
に
、
み

ら
い
フ
ェ
ス
タ
・
逃
亡
中
・
み
ら

いK
ID

S' W
O

RK

フ
ェ
ス
タ
な

ど
の
活
動
型
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。「
地
域
の
賑
わ
い
を

創
出
し
、
皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ

き
た
い
」
そ
ん
な
想
い
で
、
毎
回

企
画
を
練
っ
て
い
ま
す
。

企
画
・
運
営
時
に
は
思
い
が
け

な
い
壁
に
遭
遇
す
る
こ
と
も
多
々

あ
り
ま
す
が
、
今
後
の
地
域
経
済

を
担
っ
て
い
く
一
翼
と
し
て
、
若

い
経
営
者
な
ら
で
は
の
パ
ワ
ー
と

ス
ピ
ー
ド
力
で
乗
り
越
え
て
い
ま

す
。
今
後
も
当
市
の
発
展
の
た
め

部
員
一
同
頑
張
り
ま
す
。

女
性
部
は
現
在
20
代
～
70
代
ま

で
、
計
40
名
の
部
員
が
加
入
し
て

い
ま
す
。
ひ
と
た
び
集
ま
れ
ば
会

話
に
花
が
咲
き
、
話
題
が
尽
き
ま

せ
ん
。
つ
く
ば
み
ら
い
市
音
頭
の

練
習
や
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大

会
参
加
、
レ
デ
ィ
ー
ス
カ
レ
ッ
ジ

や
研
修
旅
行
、
慰
問
活
動
な
ど
年

間
を
通
し
て
、
和
気
あ
い
あ
い
と

に
ぎ
や
か
に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

最
近
は
コ
ロ
ナ
禍
で
も
あ
り
思
う

よ
う
に
活
動
が
で
き
て
い
ま
せ
ん

が
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
年
度
末

に
救
命
講
習
会
を
受
講
し
て
い
ま

す
。

3
月
に
入
り
暖
か
い
日
が

多
く
な
り
ま
し
た
。
福
岡
堰

の
桜
並
木
が
見
頃
を
迎
え
る

こ
の
頃
で
す
ね
。

つ
く
ば
み
ら
い
市
在
住
で

あ
れ
ば
一
度
は
訪
れ
た
こ
と

の
あ
る
方
が
多
い
の
で
は
。

桜
の
ト
ン
ネ
ル
を
く
ぐ
り
、

福
岡
堰
を
背
に
水
面
に
映
る

花
び
ら
を
写
真
に
収
め
る
の

も
ま
た
い
い
思
い
出
と
な
る

で
し
ょ
う
。

商
工
会
っ
て
何
し
て
る
の

商
工
会
っ
て
何
し
て
る
の

商
工
会
っ
て
何
し
て
る
の？？？

商
工
会

建
設
業
部
会

工
業
部
会

女
性
部

青
年
部

壮
青
年
部

商
業
部
会

理
事
会

建
設
業
部
会

工
業
部
会

青
年
部

女
性
部

商
業
部
会

壮
青
年
部

福
岡
堰
の
さ
く
ら

福
岡
堰
の
さ
く
ら

みらいフェスタ 2019

昨年の救命講習会の様子2019年春頃

商工祭での出店の様子
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工
感
謝
祭
」
の
開
催
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

・
編
集
者
の
ひ
と
り
ご
と
の
フ
ァ

ン
で
す
。
い
つ
も
感
心
し
な
が
ら

読
ま
せ
て
も
ら
っ
て
ま
す
。

・
フ
レ
フ
レ
商
品
券
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
皆
様

ご
苦
労
さ
ま
で
す
。

・
今
年
の
商
工
感
謝
祭
は
ミ
ニ
で

し
た
が
、
昨
年
な
か
っ
た
の
で
と

て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
商
工
会

の
皆
様
、
関
係
者
の
皆
様
に
感
謝

の
一
日
で
し
た
。

・
い
つ
も
ク
イ
ズ
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
楽
し
く
読
ま
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
商
工
祭
り
来

年
は
ミ
ニ
が
つ
か
な
い
祭
り
に
な

り
ま
す
よ
う
に
市
内
の
皆
様
で
ガ

ン
バ
で
す
。

・
普
段
触
れ
合
う
事
の
無
い
商
工

会
の
情
報
を
知
る
ツ
ー
ル
と
し
て

毎
号
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
で
各
種
行
事
が
中
止
に

な
っ
た
り
縮
小
さ
れ
る
な
か
「
商

㈱
農
創

　

農
産
物
・
加
工
食
品 

城
中

㈱
グ
ロ
ー
ス
テ
ッ
ク

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム 

谷
井
田

㈱
ラ
フ
メ
イ
カ
ー
ズ

　

広
告
サ
ー
ビ
ス
業 

陽
光
台

エ
ス
ケ
ー
ク
リ
ー
ン

　
新
築
清
掃
・
ア
フ
タ
ー
メ
ン
テ
ナ
ン
ス 

古
川

K
ai K

itchen
　
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
（
ク
レ
ー
プ
） 

小
絹

㈱A
rtistic S

ervice
　

足
場 

つ
く
ば
市

フ
レ
ッ
ク
タ
イ
ム
㈱

　

電
子
機
器
関
連
製
造
業 

板
橋

定
家
工
業

　

配
管
工
事 
谷
井
田

（
Ｒ
３
年
・
10
月
～
Ｒ
４
年
・
１
月
加
入
）

☆
商
工
会
で
は
加
入
事
業
所
を
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
。
未
加
入
事

業
者
は
ぜ
ひ
加
入
を
お
願
い
し
ま

す
。
新
規
開
業
を
計
画
さ
れ
て
い

る
方
の
ご
相
談
も
お
気
軽
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

新
入
会
員
紹
介

　
「
春
夏
冬
中
」何
と
読
む
で
し
ょ

う
か
？ 

よ
く
見
て
考
え
て
下
さ

い
。「
季
節
の
一
つ
が
無
い
」、
と

も
う
お
分
か
り
で
す
ネ
。
答
え
は

「
秋
が
な
い
」
つ
ま
り
「
商
い
」
＝

商
売
中
と
い
う
事
で
す
。
商
業
ば

か
り
で
は
な
く
建
設
業
も
工
業
も

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
人
達
も
す
べ
て

働
く
人
々
を
含
め
学
業
に
励
む
学

生
や
児
童
の
皆
さ
ん
も
「
飽
き
な

い
」
で
日
々
を
送
っ
て
い
る
の
で

す
。
今
ま
で
経
験
し
た
事
の
無
い

コ
ロ
ナ
禍
で
世
界
中
が
対
応
に
追

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
人
生
の

試
練
な
の
で
し
ょ
う
か
。
諦
め
な

い
気
持
あ
き
な
い
心
は
生
命
を
持

つ
者
の
使
命
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
国
も
県
も
市
も
多
方
面
に
対

策
を
講
じ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
私

達
商
工
会
員
の
「
春
夏
冬
中
」
も

大
変
厳
し
い
状
況
に
は
変
わ
り
ま

せ
ん
が
、
皆
様
と
共
に
向
上
心
を

持
っ
て
が
ん
ば
り
ま
す
。 （
青
木
）

春

夏

冬

中

　今
年
も
桜
祭
り
の
季
節
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
の
急
拡
大
で
出
来
る

か
難
し
い
。
…
と
こ
ろ
で
福
岡
堰
に
は
、
ど
ん
な
開
発
の
歴
史
が

あ
る
だ
ろ
う
。
平
成
17
年
に
発
行
さ
れ
た
、
甦
っ
た
谷
原
領
、「
福

岡
堰
土
地
改
良
区
50
年
の
歩
み
」
の
中
に
、
徳
川
政
権
と
関
八
州

国
つ
く
り
で
、
1
5
9
0
年
7
月
、
豊
臣
秀
吉
は
北
条
氏
の
小
田

城
を
攻
め
て
陥
落
さ
せ
た
。
徳
川
家
康
は
秀
吉
の
命
令
で
8
月
江

戸
城
に
入
り
、
関
東
領
開
発
を
始
め
た
。
…
家
康
は
土
木
技
術
に

優
れ
た
伊
奈
忠
次
、
大
久
保
長
安
、
数
人
を
集
め
、
新
田
開
発
、

交
通
路
整
備
、
治
水
整
備
に
当
た
ら
せ
た
。
1
6
0
0
年
、
関
ヶ

原
の
戦
い
の
後
、
徳
川
の
時
代
に
入
り
、
1
6
2
5
年
、
三
代
目
、

伊
奈
半
十
郎
忠
治
が
谷
原
新
田
の
開
発
始
め
る
。
伊
奈
氏
は
、
12

代
に
渡
り
、
代
官
と
し
て
勤
め
徳
川
家
の
繁
栄
に
多
大
な
業
績
を

残
し
た
。
伊
奈
村
の
命
名
も
こ
こ
か
ら
…
。
後
に
伊
奈
神
社
も
祀

ら
れ
鳥
居
も
建
っ
て
い
る
。
茨
城
百
景
の
碑
も
あ
る
。
桜
時
期
に

探
し
に
行
く
の
も
楽
し
そ
う
だ
。 

 

（
𠮷
谷
）

Ｑ
：
今
回
も
ダ
ジ
ャ
レ
ク
イ
ズ
で
す
。

　  

「
道
に
葉
っ
ぱ
が
落
ち
て
い
ま
す
。
何
枚
落
ち
て
い
る
か
な
？
」

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
10
名
様
に
、
賞
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

あ
て
先
＆
し
め
き
り

　
　
　 

つ
く
ば
み
ら
い
市
福
田
６
７
１
の
２
　
つ
く
ば
み
ら
い
市
商
工
会｢

ク
イ

ズ
・
つ
く
ば
み
ら
い｣ 

係
　
4
月
15
日
、
は
が
き
・ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

・ 

Ｅ
メ
ー
ル
可

前
回
の
答
：
夫
婦
で
歩
く
と
き
は
、
ど
っ
ち
が
前
を
歩
く

　
　
　 

　
　「
妻
」・
・
・
つ
ま
先
が
前
に
出
る
。
妻
先
（
つ
ま
さ
き
）

正
解
者
は
伊
奈
東
・
石
井
京
子
さ
ん
、
西
楢
戸
・
福
田
美
子
さ
ん
　
他

★ 

住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
、
本
誌
に
対
す
る
ご
意
見
、
ご
要
望
も
明
記
し
て
く
だ
さ

い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ク
イ
ズ
・
つ
く
ば
み
ら
い

読
者
の
声

読
者
の
声

◀詳細はこちらのQRコードを読み取ってください

地元の 商工会員事業所へお任せ下さい！商工会員事業所へお任せ下さい！


